
過去の研究実績 現在、注力している研究 今後取り組んでいきた
い研究

1. 核融合プラズマ中
の流体イメージン
グ

2. ダイヤモンド中の
電子スピンを用い
た量子イメージン
グ技術の開発

3. 超高感度磁気セン
サーの応用・社会
実装

4. 産業界における次
世代技術の浸透

1. 超高感度磁気センサの生体磁気測定への応用(ヒ
トや哺乳類の心磁・脳磁・筋磁イメージング)

2. 高性能産業用ロボット向けの圧力・触覚センシ
ングの開発

3. 自動インフラ・モニタリング技術の開発
4. 量子状態を用いた標準量子限界の突破

1. 量子センサの医療
応用等の社会実装

2. 量子状態の高度制
御によるハイゼン
ベルグ限界への到
達

③http://dia.pe.titech.ac.jp/，arai.k.ar@m.titech.ac.jp

米国で物理学博士号を取得し
戦略コンサル業界で働いた経
験を活かし、量子状態の高度
制御といった基礎物理から高
感度磁気センサの医療応用と
いった社会実装までの橋渡し
を目指します。論点・仮説思
考を駆使して、これからの世
界で本質的に重要な問題に取
り組んでいきます。

代表的研究例

電気電子工学 量子センサ，電子デバ
イス

ダイヤモンド，量子計測理論，量子セン
シング，ナノテクノロジー

電気電子系 助教 荒井慧悟

生体磁気センシング(東大との共同研究)

自動インフラ・モニタリング

電流が作る磁場

ダイヤモンド
量子センサ
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